


























































Effectiveness of?Play”Activities which are Developed from Children’s Tweets：
いちぴかプロジェクトの実践を手がかりに
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和歌山大学教育学部紀要 第68集 第２巻 教育科学 (2018)
☆留意点○評価※支援学習活動
○みんなで楽しく遊ぶため
のルールなどを相手に分
かるように説明しようと
している。(思・表)
○招待した６年生と進んで
関わろうとしている。
(関・意・態)
※自分の役割の仕事をしっ
かりして、楽しんでもら
えるように支援する
○６年生が楽しんでくれた
様子や自分たちの成長し
た様子に気づいている。
(気付き)
１.はじめのあいさつと各
グループからの遊びの紹
介をする。
２.グループに分かれて活
動する。
・ステージで音読劇『たぬ
きの糸車』(全員で鑑賞)
・わくわくにじいろめいろ
・いけいけボートにこにこ
・きらきらわくわくキラキ
ラショップ
・ぼよんぼよんアスレチッ
ク
・わくわくきせつコーナー
・いちぴかわくわくステー
ジ
・６年生へ歌のプレゼント
(ステージで)
３.振り返り
・６年生に感想を聞く。
・自分たちの感想を発表す
る。
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・つくり方や遊び方、工夫点などを絵や文章で表現す
る活動
いちぴかプロジェクト全体を通してみると、子ども
たちが何に達成感を味わうのかが大きく変容している
ことがわかる。プロジェクトの初めの段階では、遊び
場をつくるという活動は自己目的的なものであり、子
どもたちは遊びを工夫したり遊びをつくりだしたりす
ることに達成感を感じている。しかし単元が展開する
につれて、お客さんを喜ばせるという目標が達成され
たり、自分の役割をしっかりすることに達成感が感じ
られるような活動が構成されるようになっていく。こ
こで大切なことは、お客さんを喜ばせるといった目標
やその活動のなかでの役割が、子どもにとっては自分
で決めた課題であるということである。自分で設定し
た課題を自分で実現するという経験が、子どもの主体
性(アイデンティティ)を育てることにつながっていく。
③つぶやきを見逃さない単元展開
いちぴかプロジェクトは「自分たちが遊べる場所が
あったらいいのに...」という子どもの願いを乗せたつ
ぶやきからスタートしたものではあるが、単元全体を
通して見たときには、プロジェクトⅠの第２次、遊び
場づくりの場面で特につぶやきが大切にされているこ
とがわかる。
子どものつぶやきは、子どもにとっては気付きの言
語化による確認であり、教師にとっては児童理解の手
段でもあるが、遊び場づくりでのつぶやきは、「でき
た?」という小さな達成や「困った」という解決した
い課題に直面したときに発せられるものが多かっただ
ろう。教師がこのようなつぶやきを大切にするという
ことは、子どもにとっては感情の共有であり、安心し
て活動に取り組める雰囲気づくりにつながったと考え
られる。このことが、主体的に粘り強く活動に取り組
むエネルギーになりえただろう。
３.おわりに
これまで、子どもの「遊び」活動がもっている、自
由で、自発的で、自己目的的で、喜び・楽しさを伴う
全人的な自己表現的活動という特性を、教育の場にお
ける学習活動に実現しようと意図する教科が生活科で
あると捉え、「遊び」と「学習」を対立するものではな
く、連続線上に位置付けられた「自己目的的活動」と
いう「遊び」の創造を追究した実践として、和歌山市
立小学校で展開された第１学年生活科「いちぴかプロ
ジェクト」を取り上げ、生活科における「遊び」活動
の有効性を実践に即して明らかにしてきた。子どもに
とっての「遊び」は、人間の主体性(アイデンティティ
ー)の確立の最も根幹となる活動であり、幼児教育と小
学校教育をつなぐ生活科のスタートプログラムとして、
最も重要な要素であることを担任が意図して、生活科
の授業に組み込む「遊び」活動の有効性が示された。
このことは、児童が自ら自立し、生活を豊かにするこ
とを目指す新指導要領の方向性にも沿うものである。
今後も、子どもの「遊び」創造の原点である子ども
の思いや願いに基づいて発せられた「つぶやき」を見
逃さず、自発的で自己目的的な「遊び」を有効に組み
込んだ生活科単元構成の研究が進むことを期待する。
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